
M 耳鼻咽喉疾患

耳・咽頭・舌の解剖と生理に関する問題である．基本をしっかり理解しておこう．（RB-M2）
（RB-M2）

×１　中耳は鼓室と耳小骨（ツチ骨，キヌタ骨，アブミ骨），耳管がある．蝸牛管は内耳にある．
○２　文章どおり．内耳の前庭に卵形嚢と球形嚢があり，平衡感覚に関わる．
×３　下咽頭は輪状軟骨の高さで食道に移行する．
×４　味覚は顔面神経と舌咽神経に支配されている． 
 正　解　２
▼ 耳の解剖

▼ 咽頭・喉頭の解剖

問題13 
耳 □□□

感覚器に関して，正しいのはどれか．
１．中耳には蝸牛管がある．
２．内耳にある球形嚢は平衡感覚をつかさどる．
３．喉頭蓋の高さで下咽頭は食道に移行する．
４．味覚は三叉神経に支配される． Ⅲ-10Ad
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